
−	19	− −	20	−20

戦略的基盤技術高度化支援事業（通称：サポイン）

代表取締役社長　山本 岳由　氏　

　私たちは自動車シート生地のデザインから一貫製造に加え、”今までにな
い世界で一つの織物”を目指してモノづくりに努めています。若手社員が大
勢活躍する元気な会社です。
　当事業を利用させていただき、多くの方々の支援のおかげで自社だけでは難
しい開発や取り組みを行うことができました。これを皮切りに更なる事業展開
を目指し、常に新たな一歩を踏み出していく企業であり続けたいと思います。

活用内容
　事業の活用によりジャカード織物に光ファイバーを混入した、
新織物を開発する計画である。昼は織物自身のデザインが表現さ
れ、夜には織物表面に出ている光ファイバーの側面が光り出し、
昼と違った幻想的な世界を創り出すことで、人々に癒し効果を与
えたり、インジケーター的な使用により安全を提供したりするも
の。本事業での織機の開発により、さらに安定した発光と複雑な
デザインの実現を目指している。
　織物端部からLED光源を導光すると露出した特殊側面発光糸

（ヨコ糸）が発光する。発光糸の屈曲や圧迫を緩和するカラミ織
り組織およびデザイン性に優れたジャカード織物の融合により、
デザイン性の高い発光織物が可能となる。

事業活用までの経緯
　自動車インテリア用織物の製造を行う同社。デザイン提案から
製造まで一貫した体制を強みとしている。特にこれまで、滑りや
すくて折れやすい光ファイバーをジャガード付きレピアで製織す
る技術を蓄積してきた。
　新たな製品を開発するにあたり、2017年度に経済産業省の競
争的資金を目的とした本事業に応募することとなり、当センター
がプロジェクトの研究開発と経理事務を取りまとめる事業管理機
関として支援することとなった。
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ジャカード織物表面の側面発光光ファイバーから
柔らかな光が発光されることが特徴。

自動車関連メーカーにてドアの内装に光ファイバ
ー織物を組み込む。


